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1 「汚れつちまつた悲しみに……」, 『中原中也全詩集』（2007）所収, pp.88-89 
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 １−１. ランボーの影響 
 
アルチュール・ランボー（1854-1891）は、中也が最も熱⼼に翻訳に取り組んだ象徴主義詩⼈であ






                                                  
2 中村稔が『中原中也私論』（2009）でベルクソンと⻄⽥の中也への影響について論じている（pp.93-
117）。しかし、本稿では別のアプローチを試みたい。 
3 ⻄郷⽵彦『増補 名詩の美学』（2011）pp.121-122 
4 ⼤岡昇平「中原中也伝̶̶揺籃」, 『中原中也全詩集』所収, (2007) pp.749-779 
5 ⼩林秀雄「中原中也の思ひ出」, 『中原中也全詩集』所収, (2007) p.785 




7 アルチュール・ランボオ『イリュミナシオン ランボオ詩集』⾦⼦光晴訳所収「年譜」pp.274-278 
様式６ 


























                                                  
8 宇佐美⻫『中原中也とランボー』（2011）pp.61-62 














18 Ibid., pp.285-286 
様式６ 




























                                                  






25 『中原中也とランボー』（2011）p.67  
宇佐美⻫はこの箇所で、中也の祖⽗⺟がクリスチャンであったことと、彼の詩に「魂」や「聖⺟」の
形象がしばしば登場することとを結び付けている。 
26 「蛙声」, 『中原中也全詩集』（2007）所収, pp.262-263 
27 『内なる中原中也』（2013）p.265 この箇所と中也の「蛙声」は、注 14 で⽰した E・v・ハルトマ
ンからラフォルグに受け継がれた「無意識」が持つ、「すべての存在を⽀配する, 無限で内在的でしか
も⼒動的な」（吉⽥正明（1994）p.27）イメージを感じさせる。 
28 『中原中也全詩集』(2007) pp.788-796 
様式６ 








































































                                                  
34 ツァラ『ムッシュー・アンチピリンの宣⾔̶̶ダダ宣⾔集』塚原史訳（2010）p.25 
35 Ibid., p.217 










41 Ibid., pp87-88 
様式６ 



























                                                  
42 ⾼橋新吉『ダダイストの睡眠』松⽥正貴編（2017）p.18 
43 Ibid., pp.19-24 
44 Ibid., pp.29-30 
45 Ibid., p.18 
昭和 2 年（1927）の 10 ⽉に⾼橋新吉のもとを訪ねている（『中原中也全詩集』（2007）p.791）。 
46 Ibid., pp.32-33 





49 「サーカス」，『中原中也全詩集』(2007)所収, pp.24-25 
50 「お道化うた」, 『中原中也全詩集』(2007)所収, pp.204-206 
51 「幻影」, 『中原中也全詩集』(2007)所収, pp.232-233 
52 中江俊夫「ジュール・ラフォルグって？」, 『聖⺟なる⽉のまねび（他）』所収, pp.308-309  
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53 「春⽇狂想」, 『中原中也全詩集』(2007)所収, pp.256-261 
54 『内なる中也』（2013）p.259 













































                                                  
59 ̶̶『イリュミナシオン ランボオ詩集』⾦⼦光晴訳（1999）pp.157-159 
60 ̶̶『ランボー詩集』堀⼝⼤學訳（2007）pp.123-125 
様式６ 
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